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令和 4 年（2022 年）

木材産業シンボルマーク

鈴
木
全
木
連
会
長
挨
拶

全
木
連
の
令
和
3
年
度
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に

実
行
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
方

の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
、
木
材
需
給
の
面
に
お
い

て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
、
全
国
木

材
産
業
政
治
連
盟
の
総
会
が
、
5
月

19
、
20
日
の
両
日
、
Ａ
Ｐ
虎
ノ
門
（
東

京
都
港
区
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
大
勢
の
会
員
が
参
加
し
た
。
総
会

に
先
立
ち
、
19
日
正
午
す
ぎ
か
ら
正

副
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
会
の

進
め
方
、
当
面
の
懸
案
事
項
等
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
今
後
の
方
針

が
確
認
さ
れ
た
。

【
全
木
連
総
会
】

19
日
午
後
、
重
川
新
潟
県
木
連
会

長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
全
木
連
の
総

会
が
始
ま
り
、
鈴
木
会
長
の
挨
拶
、

続
い
て
来
賓
の
天
羽
林
野
庁
長
官
及

び
前
田
国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興

室
長
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
鈴
木
会
長
を
議
長
に
選
出

し
、
令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
後
、
令
和

4
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
報

告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
新
会
長
に
菅
野
康
則
氏
を
選

任
し
、
最
後
に
、
渡
辺
東
京
支
部
長

の
閉
会
の
言
葉
で
、
総
会
を
終
了
し

た
。

受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

�

令
和
4
年
春
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者
（
敬
称
略
）
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双
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鉄
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樋
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高

良
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正

一

（
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
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（
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城

）

（
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岡

）

（

佐　
　

賀

）

（

全

市

連

）

（

大　
　

阪

） 林野庁　天羽長官の祝辞

鈴木全木連会長挨拶

新体制の全木連 菅野新会長（中央）、全木協連 松原会長再任（右）、本郷副会長（左）

全
木
連
第
83
回
通
常
総
会
開
催
・
全
木
協
連
第
62
回
通
常
総
会
開
催

　
　
～�

全
木
連
会
長
、
木
退
共
会
長
、
全
木
政
連
会
長
に
菅
野
氏
が
就
任
、�

　
　
　�

全
木
協
連
会
長
に
松
原
氏
を
再
任�

～



令和 4年 6月30日（木曜日）� （第�690�号）全　木　連　時　報

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
そ
し
て
役

員
の
選
任
等
が
議
題
で
す
。

皆
様
方
の
活
発
な
ご
議
論
と
円
滑

な
議
事
進
行
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
私
は
、
2
期
4
年
に
渡
り

ま
し
て
全
木
連
会
長
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
本
日
を
も
ち
ま
し

て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。新

会
長
の
下
で
、
更
に
木
材
利
用

が
進
み
木
材
産
業
が
発
展
し
ま
す
こ

と
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
全
木
協
連
総
会
】

続
い
て
、
全
木
協
連
総
会
が
行
わ

れ
、
米
澤
富
山
県
木
連
理
事
長
の
開

会
の
言
葉
の
後
、
松
原
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
来
賓
の
織
田
林
野
庁
次

長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

松
原
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
令

和
3
年
度
事
業
報
告
、
決
算
、
令
和

4
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
原
案
ど
お
り

こ
の
よ
う
な
中
で
、
政
府
に
お
か

れ
ま
し
て
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に

伴
う
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
へ
の

対
応
」
が
検
討
さ
れ
、
国
産
材
へ
の

転
換
支
援
対
策
と
し
て
令
和
4
年
度

予
算
一
般
予
備
費
を
活
用
し
た
総
合

緊
急
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
事
業
の
実
施
に

向
け
、
当
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
適
切
に
取
り
組
ん
で
参
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
1
日
に
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
の
を
手
始
め

に
、国
、地
方
公
共
団
体
、関
係
団
体
・

企
業
に
よ
り
、
種
々
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
、
情
報
発
信
等
、
木
材
利
用
拡

大
の
気
運
を
高
め
る
た
め
の
取
組
が

進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

定
制
度
が
設
け
ら
れ
、
地
方
自
治
体

と
経
済
団
体
と
の
協
定
が
締
結
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
私
ど
も
全
木
連
も

農
林
水
産
大
臣
と
木
材
利
用
の
普
及

促
進
に
つ
い
て
、
3
月
9
日
に
協
定

を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
新
た
な
枠
組
み
を
活
か

し
つ
つ
、
木
造
や
木
質
化
さ
れ
た
建

物
が
当
た
り
前
と
な
る
時
代
を
現
実

の
も
の
と
す
べ
く
、
努
力
を
重
ね
て

参
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

方
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
日
の
総
会
は
、
令
和
3
年
度
の

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
松
原
正
和
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

最
後
に
、
榎
本
和
歌
山
県
木
連
会
長

の
閉
会
の
言
葉
で
総
会
を
終
了
し
た
。

松
原
全
木
協
連
会
長
挨
拶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
た
め
、
対
面
方
式
の
通
常
総
会

は
3
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、

ご
参
集
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
織
田
林
野
庁
次
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
昨
年
度
も

豪
雨
等
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
数
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
豪
雨
が
記
録
さ
れ
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
象
災
害
の
増
加
や
農
作
物

へ
の
負
の
影
響
に
対
応
し
、
温
暖
化

防
止
対
策
が
増
々
重
要
と
な
り
、
そ

の
着
実
な
実
施
が
年
々
求
め
ら
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
ま
し
て
、

我
が
国
で
は
地
球
温
暖
化
に
対
応
し

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
が
宣
言
さ
れ
、
森
林
・
林
業
基

本
計
画
で
は
、
森
林
を
適
正
に
管
理

し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
持
続
性
を

高
め
な
が
ら
成
長
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
見
据

え
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
が
謳
わ
れ

て
い
ま
す
。

林
野
庁
や
国
土
交
通
省
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
各
般
の
施
策
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
都
市
部
で
の
木
材
利

用
に
関
し
て
は
、
国
産
材
活
用
に
向

け
た
予
算
措
置
の
拡
充
等
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用

促
進
法
」
の
制
定
か
ら
10
年
を
経
て
、

昨
年
10
月
に
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木

造
化
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
木
材

利
用
推
進
へ
一
層
の
後
押
し
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
木
材
利
用
拡

大
の
機
運
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、

品
質
と
性
能
の
明
確
な
木
材
を
今
ま

で
以
上
に
供
給
し
て
い
く
等
、
木
材

業
界
と
し
て
更
な
る
努
力
と
工
夫
を

重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

全
木
協
連
と
し
ま
し
て
も
全
木
連

と
力
を
合
わ
せ
ま
し
て
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総会で挨拶する松原会長

林野庁　織田次長の祝辞

【
新
会
長
の
挨
拶
】

菅
野
会
長　

第
13
代
全
木
連
会
長

に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
菅
野
で

ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
巡
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き

て
お
り
、
国
内
の
森
林
資
源
は
年
々

充
実
し
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の

実
現
に
向
け
て
木
材
産
業
の
役
割
が

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
中
、
全
木
連

の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
が
更
に
重

要
に
な
る
中
で
、
我
が
国
で
は
地
球

温
暖
化
に
対
応
し
「
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
が
宣
言
さ

れ
、
そ
れ
に
向
け
て
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
分
野
で
は
、「
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
、
木
材
利

用
を
拡
大
す
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
鈴
木
会
長
が

在
任
さ
れ
た
4
年
間
に
は
、
数
々
の

取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
、
特
に
、

幅
広
い
関
係
者
と
木
材
利
用
の
推
進

に
向
け
て
「
森
林
（
も
り
）
を
活
か

す
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
協

議
会
」
を
設
立
さ
れ
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と

し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す

る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
令
和
3
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
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全
木
連
と
農
林
水
産
省
に
よ
る

　
　
　
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結

全
木
連
会
長
と
し
ま
し
て
、
木
材

産
業
の
発
展
に
向
け
て
、
精
一
杯
努

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
材
利
用
の
推
進
は
、
関
係
省
庁

や
産
業
界
に
お
い
て
も
理
解
が
深
ま

っ
て
き
て
お
り
、
川
上
・
川
下
一
体

と
な
っ
た
様
々
な
取
組
が
展
開
さ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
引

き
継
ぎ
、
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に

広
げ
て
確
固
た
る
も
の
に
発
展
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
協
定
は
、
建
築
主
等
の

事
業
者
と
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が

協
定
を
結
び
、
建
築
物
へ
の
木
材
利

用
の
促
進
に
協
働
・
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
令

和
4
年
3
月
9
日
に
農
林
水
産
省
の

第
1
号
と
な
る
「
木
材
利
用
拡
大
に

向
け
た
環
境
整
備
に
関
す
る
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
」
を
全
木
連
と

農
林
水
産
省
と
の
間
で
締
結
し
た
。

そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

○
　
木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る
構

想
・
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に

向
け
た
取
組
等
を
行
う
こ
と
で
、

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
し
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育

て
る
」
と
い
う
循
環
利
用
の
定
着

に
寄
与
し
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
山
村

の
活
性
化
等
に
貢
献
す
る
。

○
　
構
想
の
達
成
に
向
け
た
取
組
の

内
容

・
都
市
等
に
お
け
る
木
造
化
・
木
質

化
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
と
な

るJA
S

製
品
等
の
普
及
拡
大
。

・
合
法
伐
採
木
材
等
の
普
及
促
進
、

木
材
の
合
法
性
証
明
の
た
め
の
取

組
の
強
化
等
。

○
　
国
に
よ
る
支
援

・
建
築
用
木
材
に
関
す
る
技
術
開
発

やJA
S

規
格
の
基
準
等
の
合
理
化

に
関
す
る
情
報
共
有
及
び
そ
の
他

必
要
な
情
報
の
提
供
等
。

　

参
考
：
事
業
者
等
と
国
と
の
協
定

締
結
の
実
績
：
林
野
庁 

（https://
w

w
w

.rinya.m
aff.go.jp

）

令
和
4
年
3
月
23
日
（
水
）、
自
民

党
本
部
に
お
い
て
「
森
林
（
も
り
）

を
活
か
す
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化

推
進
議
員
連
盟
総
会
」（
令
和
4
年
第

1
回
）
が
開
催
さ
れ
、吉
野
正
芳
会
長
、

金
子
恭
之
総
務
大
臣
・
議
連
幹
事
長

及
び
協
議
会
の
前
田
直
登
・
前
会
長
、

協定締結式
（左：鈴木和雄全木連会長（当時）、

右：武部新農林水産副大臣）　　

農林水産省において協定締結式

木
造
化
推
進
議
員
連
盟
の�

活
動

説明する本郷副会長（右中央）

島
田
泰
助
・
新
会
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
林
野
庁
、
国
土
交
通
省
、
環
境

省
か
ら
令
和
4
年
度
都
市
木
造
化
関

連
予
算
、
木
材
利
用
施
策
の
内
容
等

の
説
明
及
び
島
田
会
長
の
、「
森
林
を

活
か
し
都
市
の
木
造
化
を
推
進
す
る

た
め
の
方
策
に
関
す
る
要
望
」
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
6
月
7
日
（
火
）
に
は
、

令
和
4
年
第
2
回
の
議
連
総
会
が
開

催
さ
れ
、
協
議
会
の
本
郷
浩
二
事
務

局
長
か
ら
先
の
「
要
望
」
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
要
望
事
項
に
対
す
る
政
府
の
推

進
状
況
等
に
つ
い
て
林
野
庁
、
国
土

交
通
省
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
、
栃
木
県
の
二
宮
（
に
の
み
や
）

木
材
株
式
会
社
・
二
ノ
宮
泰
爾
（
た

い
じ
）
専
務
及
び
神
奈
川
県
の
株
式

会
社
青
木
工
務
店
・
青
木
哲
也
代
表

取
締
役
の
2
氏
か
ら
要
望
事
項
に
係

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

活
発
な
質
疑
応
答
及
び
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

進
の
日
（
10
月
8
日
）
と
木
材
利
用

促
進
月
間
（
10
月
）
の
法
定
化
、
③

農
林
水
産
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
木

材
利
用
促
進
本
部
（
総
務
大
臣
、
文

科
大
臣
、
経
産
大
臣
、
国
交
大
臣
、

環
境
大
臣
等
の
関
係
大
臣
で
構
成
）

を
設
置
し
、
国
自
ら
が
行
動
す
る
こ

と
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
④
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
制
度
（
以
下
、

協
定
と
い
う
。）
の
創
設
で
あ
る
。

令
和
3
年
6
月
に
「
公
共
建
築
物

等
木
材
利
用
促
進
法
」
を
一
部
改
正

し
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る

等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
10
月
に
施
行
さ
れ
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
法
の
目
的
に
位
置
づ
け
、

法
律
の
対
象
を
公
共
建
築
物
か
ら
建

築
物
一
般
に
拡
大
、
②
木
材
利
用
促

菅野会長が岸田総理大臣表敬訪問
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減
努
力
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
の
製
品
価
格
の

高
騰
に
お
い
て
も
山
側
に
ほ
と
ん
ど

そ
の
値
上
が
り
の
効
果
が
届
か
ず
、

山
元
立
木
価
格
が
低
い
ま
ま
据
え
置

か
れ
た
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
て
、

価
格
形
成
過
程
の
透
明
化
や
持
続
可

能
性
の
確
保
に
係
る
コ
ス
ト
が
需
要

ン
サ
ス
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
の

働
き
か
け
と
持
続
可
能
性
の
担
保
さ

れ
た
国
産
材
を
入
手
で
き
る
安
定
供

給
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
、
森
林
を
活
か
す
都
市
の
木

造
化
推
進
議
員
連
盟
な
ど
の
力
も
借

り
な
が
ら
、
各
省
庁
や
地
方
公
共
団

体
、
産
業
界
な
ど
の
支
援
体
制
の
整

備
に
向
け
た
働
き
か
け,

国
民
的
な
動

き
の
創
造
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

当
会
と
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議

会
と
の
共
催
に
よ
る
第
13
回
「
新
た

な
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会
は
、
令

和
4
年
2
月
16
日
（
水
）
当
会
の
会

議
室
か
ら
のW

EB

中
継
方
式
で
開
催

さ
れ
た
。

木
材
関
係
業
界
の
ほ
か
、
建
築
・

設
計
、
土
木
、
家
具
・
建
具
、
行
政
・

地
方
公
共
団
体
等
、
幅
広
い
業
種
の

方
々
を
含
め
、
３
０
０
名
近
い
視
聴

者
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
多
大
な

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

1
　
開
催
日
等

・
日　

時　

令
和
4
年
2
月
16
日（
水
）　

13
時
30
分
～
15
時
40
分

・
場　

所　

全
国
木
材
組
合
連
合
会

（
東
京
都
千
代
田
永
田
町
ビ
ル
）

側
か
ら
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
需
要
側
の
理
解
も
得
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
持
続
可
能
性
の
担

保
さ
れ
て
い
な
い
森
林
か
ら
生
産
さ

れ
た
木
材
は
日
本
に
お
い
て
は
今
後

使
わ
な
い
と
い
う
社
会
的
な
コ
ン
セ

第
13
回
「
新
た
な
木
材
利

用
事
例
発
表
会
」
の
開
催

一
昨
年
来
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
の

木
材
製
品
価
格
の
高
騰
に
お
い
て
も

山
元
立
木
価
格
に
は
ほ
と
ん
ど
製
品

の
値
上
が
り
が
反
映
し
な
か
っ
た
と

い
う
実
態
が
あ
る
。

山
側
の
経
営
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
木
材
価
格
形
成
過
程
の
透

明
化
に
取
り
組
み
、
山
側
と
需
要
側

が
相
互
の
信
頼
関
係
の
下
、
両
者
が

成
り
立
つ
新
し
い
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

「
宣
言
」で
はSD

Gs
の「
作
る
責
任
、

使
う
責
任
」
と
い
う
概
念
は
、作
る
側
、

使
う
側
双
方
が
相
手
に
責
任
を
す
べ

て
押
し
付
け
る
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
の
責
任
を
果
た
し
、
力
を
合

わ
せ
て
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
考
え
方
は
日
本
の
森
林
問
題
に
も

当
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
構
想

国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
て
山

側
の
森
林
所
有
者
が
経
営
意
欲
の
持

て
る
山
元
立
木
価
格
の
実
現
が
課
題

で
あ
り
、
そ
の
取
組
を
需
要
者
側
も

巻
き
込
ん
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
山
側
の
機
械
化
の

推
進
、
流
通
の
改
善
等
コ
ス
ト
の
削

6
月
1
日
（
水
）、
林
野
庁
の
林
政

記
者
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
当
会
を
含

む
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
連
7

団
体
に
よ
る
共
同
行
動
宣
言
の
記
者

発
表
が
行
わ
れ
た
。

（「
時
代
の
要
請
に
応
え
る
国
産
材

の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
て
」

に
署
名
し
た
団
体
は
、（
一
社
）
日
本

林
業
協
会
、（
一
社
）
全
国
木
材
組
合

連
合
会
、全
国
森
林
組
合
連
合
会
、（
一

社
）
日
本
林
業
経
営
者
協
会
、 

全
国
素

材
生
産
業
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

全
日
本
木
材
市
場
連
盟
、
日
本
合
板

工
業
組
合
連
合
会
）

宣
言
の
背
景
と
意
義

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
木
材
価

格
の
高
騰
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に

よ
る
国
際
的
貿
易
環
境
の
不
透
明
さ

か
ら
、
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
国
内

森
林
資
源
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
と

の
声
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
我
が

国
の
森
林
・
林
業
の
現
状
を
見
れ
ば
、

山
元
立
木
価
格
は
相
変
わ
ら
ず
低
く
、

森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
薄
れ
、

伐
っ
て
も
植
え
ら
れ
な
い
伐
採
地
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

伐
採
後
の
再
造
林
が
遅
れ
て
い
る

背
景
に
は
、
安
す
ぎ
る
山
元
立
木
価

格
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

〝
時
代
の
要
請
に
応
え
る
国
産
材
の 

　
　
　
　
　
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
て
〟

　
　
　

～ 
共
同
行
動
宣
言
２
０
２
２ 

～
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・
主　

催　

一
般
社
団
法
人
全
国
木

材
組
合
連
合
会
、
木
材
利
用
推

進
中
央
協
議
会

・
後　

援　

林
野
庁
、
国
土
交
通
省
、

（
公
財
）
日
本
住
宅
・
木
材
技
術

セ
ン
タ
ー
、

　
　
（
一
財
）
日
本
木
材
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー

・
定 　

員　

３
０
０
名
（
一
般
消
費

者
、
建
築
・
設
計
・
木
材
関
係

者
等
）

2
　
事
例
発
表

第
1
部 

・「
都
市
ビ
ル
の
木
造
・
木
質
化
に
向

け
た
最
新
技
術
及
び
工
法
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

～（
株
）竹
中
工
務
店
の
挑
戦
～
」

・（
株
）
竹
中
工
務
店
木
造
・
木
質
建

築
推
進
本
部　

部
長

小
林　

道
和
（
こ
ば
や
し　

み
ち

か
ず
）
氏

第
2
部

・「
木
材
を
使
っ
た
街
づ
く
り
の
ね
ら

い
と
そ
の
評
価
」

～
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
～

・
ア
ト
リ
エ
フ
ル
カ
ワ
一
級
建
築
士

事
務
所
代
表

古
川　

泰
司
（
ふ
る
か
わ　

や
す

し
）
氏

＊
当
日
行
わ
れ
たY

outube

配
信

の
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
は
以
下
か

ら
視
聴
で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.youtube.com

/
w

atch?v=V
enI9kZoyIc

『「
川
上
」「
川
中
」「
川
下
」
連
携

の
再
構
築
を
目
指
し
て
』

ガ
イ
ド
レ
ー
ザ
ー
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
伐
倒
す
る
際
に
伐
倒
方
向
を

レ
ー
ザ
ー
で
可
視
化
し
勘
だ
け
に
頼

ら
ず
に
受
け
口
を
正
確
に
作
る
補
助

装
置
で
、第
7
回
「
向
殿
安
全
賞
」（
セ

ー
フ
テ
ィ
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
機
構
）

を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
産
業
の
安
全

対
策
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
向
殿
政
男

氏
の
功
績
を
た
た
え
て
創
設
さ
れ
、

産
業
全
体
の
安
全
対
策
の
向
上
に
貢

献
し
た
団
体
・
個
人
に
与
え
ら
れ
る
。

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
率

は
他
の
産
業
に
比
べ
て
突
出
し
て
高

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

伐
木
作
業
中
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
用
し
て
の
労
働

災
害
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
災
害
の
主
な
原
因

は
伐
倒
方
法
の
基
本
が
守

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

『
か
か
り
木
』
の
不
適
正

な
処
理
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。こ

う
し
た
中
で
、「
ガ

イ
ド
レ
ー
ザ
ー
」
は
、
伐

採
作
業
労
災
原
因
の
最
も

多
い
『
か
か
り
木
』
を
無

く
し
労
働
災
害
の
無
い
安

全
・
安
心
な
労
働
環
境
の

整
備
に
少
し
で
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
素

材
生
産
業
を
営
ま
れ
る
藤
工
業
（
秋

田
県
由
利
本
荘
市
）
が
開
発
さ
れ
た

製
品
で
あ
る
。

既
に
「
伐
倒
補
助
装
置　

ガ
イ
ド

レ
ー
ザ
ー
」
は
系
統
取
扱
品
目
と
し

て
全
国
森
林
組
合
連
合
会
の
登
録
を

受
け
て
い
る
ほ
か
、
２
０
２
０
年
度

の
農
林
中
央
金
庫
「
林
業
労
働
安
全

性
向
上
対
策
事
業
」
の
助
成
対
象
商

品
に
も
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
集
合

研
修
機
関
・
安
全
指
導
機
関
（
森
林

組
合
、県
木
連
等
）
で
利
用
し
て
い
る
。

林
業
界
初
! !
「
向む

か
い

殿ど
の

安
全
賞
」
を
受
賞

　
　

～ 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
補
助
装
置
ガ
イ
ド
レ
ー
ザ
ー 

～

本
年
2
月
末
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
昨
年
来
の

木
材
の
供
給
不
安
が
続
い
て
い
る
中

で
、
木
材
需
給
の
面
に
お
い
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
お
り
、
4
月
5
日
に
行
わ
れ
た
自

民
党
の
総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農

林
部
会
合
同
会
議
に
お
い
て
、
全
木

連
の
本
郷
副
会
長
か
ら
「
木
材
供
給

不
足
へ
の
対
応
に
必
要
な
緊
急
的
な

対
策
」
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

政
府
で
は
、
令
和
4
年
度
予
算
予

備
費
を
活
用
し
た
「
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
が
講
じ

ら
れ
、
木
材
に
関
し
て
は
原
木
や
製

品
の
運
搬
や
一
時
保
管
に
対
す
る
支

援
、
建
築
物
の
国
産
材
等
へ
の
転
換

へ
の
支
援
を
内
容
と
す
る
「
国
産
材

転
換
支
援
緊
急
対
策
事
業
」
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

＊
こ
の
事
業
の
実
施
主
体
に
は
全
木

連
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
5
月
末

か
ら
公
募
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
円

滑
な
実
施
に
向
け
適
切
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
「
国
産
材
転
換
支
援
緊
急
対
策
事
」

は
全
木
連
・
林
野
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

全 

木
連　

https://m
oku-tenkan. 

jp/about/index.php

林 

野
庁　

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/ 
j/budget/attach/pdf/r4yobihi- 
15.pdf

伐倒補助装置「ガイドレーザー」

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と 

木
材
関
係
緊
急
対
策

～ 

総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
で
要
望 

～



令和 4年 6月30日（木曜日）� （第�690�号）全　木　連　時　報

間伐紙（木になる紙）を使用しています。

景　況　調　査
令和4年 5月分集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１３３　回答９１　回収率６８％　　　　　　　 〔製造部門〕 モニター数１２７　回答数９６　回収率７６％

・当月の状況 ・当月の状況

販 売 量 増　加１１％（１０） 変わらず５１％（４６） 減　少３８％（３５） 販 売 量 増　加２５％（２４） 変わらず５０％（４８） 減　少２５％（２４）

仕 入 量 増　加１２％（１１） 変わらず５６％（５１） 減　少３２％（２９） 仕 入 量 増　加２１％（２０） 変わらず６１％（５９） 減　少１８％（１７）

販売価格 上　昇３６％（３３） 変わらず６０％（５５） 下　降　３％（　３） 販売価格 上　昇２２％（２１） 変わらず７５％（７２） 下　降　３％（　３）

仕入価格 上　昇４４％（４０） 変わらず５２％（４７） 下　降　４％（　４） 仕入価格 上　昇３１％（３０） 変わらず６０％（５８） 下　降　８％（　８）

・来月の見通し ・来月の見通し

販 売 量 増　加１８％（１６） 変わらず５５％（５０） 減　少２７％（２５） 販 売 量 増　加２５％（２４） 変わらず６６％（６３） 減　少　９％（　９）

仕 入 量 増　加１４％（１３） 変わらず５７％（５２） 減　少２９％（２６） 仕 入 量 増　加１８％（１７） 変わらず６４％（６１） 減　少１９％（１８）

販売価格 強含み３８％（３５） 保ち合い５３％（４８） 弱含み　９％（　８） 販売価格 強含み１８％（１７） 保ち合い８１％（７８） 弱含み　１％（　１）

仕入価格 強含み４３％（３９） 保ち合い５１％（４６） 弱含み　７％（　６） 仕入価格 強含み２７％（２６） 保ち合い６７％（６４） 弱含み　６％（　６）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み ３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 ６４％（４４） ２９％（２０） ７％（　５） 米　　材 ７２％（２３） ２５％（　８） ３％（　１）

南 洋 材 ６０％（３４） ３５％（２０） ５％（　３） 南 洋 材 ６５％（１３） ３５％（　７） ０％（　０）

北洋材（欧州材を含む） ６７％（４３） ２５％（１６） ８％（　５） 北洋材（欧州材を含む） ５８％（１５） ３５％（　９） ８％（　２）

国 産 材 ４７％（４０） ４７％（４０） ６％（　５） 国 産 材 ４９％（４４） ４３％（３９） ８％（　７）

建　　材 ６５％（４２） ３２％（２１） ３％（　２）

・プレカットの動向 ・プレカットの動向

発注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 受注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上

３４％（２０） ５６％（３３） １０％（　６） ４０％（１７） ４８％（２０） １２％（　５）

全木連は、 国産材を活用し
日本の森林を守る運動に

取り組んでいます。
http://www.kokusanzaikatuyo.jp/

企業経営に安心を提供します おかげさまで４０年
中型グループ全木連グループの各種保障制度

従業員のために中型グループ

全国木材協同組合連合会 〒100－0014 東京都千代田区永田町 Ｔ Ｅ Ｌ2－4－3 03－3580－3215 （代）

経営者のために総合保障プラン

総合賠償補償制度

任意労災保障制度

第3者への事故対策に

労働災害への対策に

従業員の退職金の準備に木　退　共

ケ
ガ
・
病
気
入
院

な
ど
の
備
え
に

（ご購入について）
全木連ホームページから購入申込書ダウンロードし、必要事項を記入の上、全国木材組合連合会技能実習評
価試験事務局にメール(ginou@zenmoku.jp)、もしくはFAX（03-3580-3226）にて注文してください。

〇　製材作業の基礎

　　　　　　　　A4 版　１０７頁程度　　定価　3,000 円（消費税込み）

・主な内容

木材の性質から、製材作業の工程、木材乾燥、作業安全などについて分か

りやすく解説。安全関係では「農林水産業・食品産業の作業安全のための

規範」も収録

・執筆者等

服部順昭氏（東京農工大学名誉教授）が推薦。桃原郁夫氏（森林総合研究

所関西支所長）、村田光司氏（日本木材加工技術協会専務理事）、赤松明氏

　（ものつくり大学学長）外、製材関係の研究者・技術者陣が執筆

　

〇　木材加工・外国人技能実習１００問（機械製材）

　　　　　　　　A4 版　５６頁程度　　　定価　2,000 円（消費税込み）

・主な内容

外国人技能実習に必要な木材や製材機械についての知識、製材作業や安全

衛生を一問一答方式で取りまとめ。各章ごとに参考問題（１～２号実習生

を対象）を掲載し、併せて機械製材作業の資料を収録

・執筆者等

全国木材組合連合会で「製材作業の基礎」を基本として、学識経験者（大

学、森林総研、業界団体）の協力を得て編集

製材作業の入門書、外国人技能実習の参考書

全木連の新刊

製材作業の基礎

一般社団法人　全国木材組合連合会

令和 4年 1月

一般社団法人　全国木材組合連合会

木材加工・外国人技能実習１００問

（機械製材）


